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ま
ず
、
こ
の
一
年
間
を
振
り

返
っ
て
、
最
初
に
思
い
起
こ
さ

れ
る
事
は
、
国
公
立
Ｐ
Ｔ
Ａ

四
団
体
に
よ
る
文
部
科
学
大

臣
へ
の
「
要
望
書
」
の
提
出

で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
と
志
を
同
じ
く
し
、

共
に
活
動
を
す
る
「
一
般
社
団

法
人　

全
国
国
立
大
学
附
属

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」「
公
益

社
団
法
人　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
協
議
会
」「
全
国
国
公
立
幼

稚
園
・
子
ど
も
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
」そ
し
て
私
た
ち「
一

般
社
団
法
人　

全
国
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
の
四
団
体

が
団
結
を
し
て
、
総
理
大
臣
や

文
部
科
学
大
臣
に
「
要
望
書
」

を
提
出
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
前
年
度
よ
り
約
一
年
を

か
け
内
容
を
吟
味
し
、
各
団

体
内
に
於
い
て
も
再
度
内
容

を
確
認
し
て
最
終
的
な
要
望

書
を
作
成
す
る
。

そ
し
て
五
月
三
十
一
日
、
霞

が
関
の
衆
議
院
議
員
会
館
に

集
合
し
た
私
た
ち
四
団
体
は
、

総
理
大
臣
は
多
忙
の
為
面
談

は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
当

時
の
松
野
官
房
長
官
に
お
会

い
し
、
総
理
大
臣
宛
の
要
望

書
を
提
出
、
写
真
撮
影
、
歓

談
の
後
、
文
部
科
学
省
に
移

動
。
文
部
科
学
省
で
は
、
永

岡
文
部
科
学
大
臣
と
お
会
い

し
、
写
真
撮
影
、
そ
し
て
机
を

囲
ん
で
の
意
見
交
換
。
現
在
の

教
育
に
関
す
る
問
題
点
を
大

臣
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
文

部
科
学
省
と
し
て
可
能
な
限

り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
確
約
し

て
い
た
だ
く
。

六
月
に
入
る
と
、
各
地
区

大
会
の
始
ま
り
。
皮
き
り
は

北
海
道
地
区
、
今
年
度
は
小

樽
市
で
行
わ
れ
、
四
年
ぶ
り

に
リ
ア
ル
に
全
道
か
ら
集

ま
っ
た
事
も
あ
り
、
凄
い
熱

気
に
圧
倒
さ
れ
る
。

翌
週
に
は
岐
阜
県
で
行
わ

れ
た
東
海
地
区
大
会
。
金
華

山
の
小
高
い
山
上
に
岐
阜
城

が
そ
び
え
、
翌
日
天
守
閣
に

登
っ
て
み
る
と
、
眼
下
に
長

良
川
や
木
曽
川
が
拡
が
り
、

遠
く
は
名
古
屋
市
内
ま
で
見

渡
す
こ
と
が
出
来
、
壮
大
な

眺
望
に
、
戦
国
時
代
の
武
将

へ
と
思
い
を
馳
せ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
翌
週
の
定

時
総
会
に
て
会
長
に
再
任
さ

れ
、
そ
れ
か
ら
は
怒
涛
の
如

く
の
地
区
大
会
の
梯
子
。
佐

賀
県
に
て
行
わ
れ
た
九
州
地

区
大
会
、
開
会
式
が
終
わ
れ

ば
そ
の
ま
ま
、
直
行
で
滋
賀

県
に
て
行
わ
れ
る
近
畿
地
区

大
会
へ
。
滋
賀
県
で
開
催
の

近
畿
大
会
へ
は
単
Ｐ
時
代
か

ら
数
え
る
と
三
度
目
の
参
加

と
な
り
、
各
々
の
時
代
の
変

遷
を
懐
か
し
み
な
が
ら
も
非

常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
翌
週
に
は
福
島
県
に

て
行
わ
れ
た
東
北
地
区
大
会
、

こ
れ
は
午
前
中
に
開
会
式
が

行
わ
れ
、
終
了
後
そ
の
ま
ま
直

行
で
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
て

行
わ
れ
た
関
東
地
区
大
会
の

午
後
か
ら
の
開
会
式
に
参
加
。

ま
た
ま
た
そ
の
翌
週
に

は
、
岡
山
県
倉
敷
市
に
て
行

わ
れ
た
中
国
四
国
大
会
へ
。

こ
れ
も
午
前
中
の
開
会
式
が

終
わ
る
と
そ
の
足
で
新
潟
県

に
移
動
。
た
だ
今
回
の
新
潟

市
に
て
行
わ
れ
た
北
信
越
大

会
へ
は
残
念
な
が
ら
開
会
式

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
為
、

翌
日
の
閉
会
式
に
出
席
し
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
頂
く
。

ど
の
地
区
に
於
い
て
も
、

大
変
歓
迎
を
し
て
頂
き
、
あ

ま
り
ゆ
っ
く
り
と
は
出
来
な

か
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍

も
収
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
事
も

あ
り
、
久
し
振
り
に
行
わ
れ

た
懇
親
会
や
懇
談
会
は
何
処

に
行
っ
て
も
大
盛
況
で
あ

り
、
今
ま
で
溜
ま
り
に
溜

ま
っ
て
い
た
鬱
憤
を
晴
ら
す

か
の
よ
う
な
活
気
が
見
受
け

ら
れ
た
。

そ
し
て
八
月
に
入
り
、
待

ち
に
待
っ
た
全
国
大
会
。

宮
城
県
で
の
開
催
と
な

り
、
初
日
の
午
前
は
希
望

者
に
よ
る
教
育
視
察
で
始

ま
る
。
十
三
年
前
に
発
生
し

た
「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地

区
や
東
北
大
学
等
、
様
々
な

方
面
を
視
察
す
る
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
地
震
や
津
波
の

怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

午
後
に
は
分
科
会
が
開
催
さ

れ
、
多
方
面
の
講
演
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
る
。

そ
し
て
大
会
二
日
目
の
開
会

式
・
全
体
会
後
に
行
わ
れ
た

記
念
講
演
。
令
和
四
年
夏
の

甲
子
園
大
会
で
は
優
勝
を
果

た
し
、
初
め
て
白
川
の
関
を

超
え
東
北
地
方
に
優
勝
旗
を

持
ち
帰
っ
た
「
仙
台
育
英
学

園
高
等
学
校
」
硬
式
野
球
部

の
「
須
江　

航
」
監
督
の
講

演
と
い
う
事
で
、
観
客
席
は

一
般
社
団
法
人
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

山　

田　

博　

章

２
０
２
３
年
度（
令
和
五
年
度
）を
振
り
返
っ
て

２
０
２
３
年
度（
令
和
五
年
度
）を
振
り
返
っ
て

今
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内
容

今
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内
容
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令
和
５
年
度
定
時
総
会
開
催

令
和
５
年
６
月
２４
日
㈯

令
和
５
年
度
定
時
総
会
を

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

P
R

E
M

IU
M

秋
葉
原
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

本
会
会
員
の
都
道
府
県
市

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
出

席
の
下
、
第
１
号
議
案
な
ら

び
に
第
２
号
議
案
と
も
多
数

の
賛
同
を
得
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

代
表
理
事
（
会
長
）
に
は

山
田
博
章
氏
が
再
任
い
た
し

ま
し
た
。

第
７２
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
宮
城
大
会
開
催

『
豊
か
な
杜
に
つ
む
ぐ
虹
の
光
』

～
し
な
や
か
な
強
さ
で
生
き

抜
く
力
～

８
月
２４
日
㈭
、
２５
日
㈮
の

二
日
間　

晩
夏
の
真
っ
青
な
空

の
下
、
仙
台
育
英
学
園
高
等
学

校
の
甲
子
園
準
優
勝
の
興
奮
冷

め
や
ら
ぬ
杜
の
都
仙
台
で
第

７２
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
２
０
２
３
宮
城

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校

は
じ
め
宮
城
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
関
係
者
の
皆

様
銀
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

時
の
人
、
銀
メ
ダ
ル
の
功

労
者
須
江
航
監
督
に
全
体
会

の
記
念
講
演
講
師
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

監
督
の
「
人
生
は
敗
者
復

活
戦
」
と
い
う
言
葉
は
、
難

し
い
年
ご
ろ
の
子
ど
も
を
持

つ
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
保

護
者
皆
様
の
子
育
て
の
緊
張

を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
全
国
会
長
・
事

務
局
長
連
絡
会
開
催

令
和
５
年
９
月
３０
日
㈯
新

大
阪
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ル
に
て
、

令
和
５
年
度
全
国
会
長
・
事

務
局
長
連
絡
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
Ｐ
Ｅ
Ｐ　

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
！
～

や
る
気
を
引
き
出
す
言
葉
の

力
～
」
と
題
し
て
、
日
本
ペ
ッ

プ
ト
ー
ク
普
及
協
会
か
ら
堀

寿
次
先
生
を
お
迎
え
し
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
協
議
に

移
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
ま
つ
わ
る
課

題
や
コ
ロ
ナ
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
工
夫
等
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
意
見
交
換
・
意
見
共

有
し
、
実
り
あ
る
話
し
合
い
の

機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
全
国
会
長
・
事

務
局
長
研
修
会
開
催

令
和
６
年
２
月
３
日
㈯
東

京
大
学
伊
藤
国
際
学
術
研
究

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
令
和

５
年
度
全
国
会
長
・
事
務
局

長
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
高
校
生
と
保
護
者
に
知
っ
て

ほ
し
い
薬
物
乱
用
に
関
す
る

最
近
の
話
題
」

全
国
高
Ｐ
連
薬
物
乱
用
防

止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

東
京
薬
科
大
学
の
北
垣
邦
彦

先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、

身
近
に
な
っ
て
き
た
薬
物
乱

用
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

令
和
五
年
度　

全
国
高
Ｐ
連
の
活
動
報
告

令
和
五
年
度　

全
国
高
Ｐ
連
の
活
動
報
告

令
和
五
年
度　

全
国
高
Ｐ
連
の
活
動
報
告

令
和
五
年
度　

全
国
高
Ｐ
連
の
活
動
報
告

立
ち
見
も
出
る
く
ら
い
の
大

盛
況
。
し
か
も
こ
の
夏
の
甲

子
園
大
会
に
於
い
て
は
惜
し

く
も
準
優
勝
に
は
な
っ
た
も

の
の
、
二
年
連
続
決
勝
戦
に

ま
で
勝
ち
進
み
、
そ
の
決
勝

戦
が
二
日
前
と
い
う
超
過
密

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
講
演
が
図
ら
ず
も
一
年

前
か
ら
決
定
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
、
約
束
を
果

た
し
て
下
さ
っ
た
須
江
監
督

に
、
講
演
前
に
挨
拶
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
、
大
変
フ
ラ

ン
ク
で
優
し
い
人
柄
が
印
象

的
で
あ
り
、
い
ざ
講
演
が
始

ま
っ
て
も
全
く
変
わ
ら
な
い

雰
囲
気
で
、
講
演
内
容
も
大

変
分
か
り
易
く
、
ド
ン
ド
ン

と
須
江
監
督
の
魅
力
に
引
き

込
ま
れ
た
大
変
有
意
義
な
ひ

と
時
と
な
る
。

全
国
大
会
宮
城
大
会
も
閉

会
式
を
迎
え
、
来
年
度
に
行

わ
れ
る
茨
城
大
会
へ
と
大
会

旗
の
引
継
ぎ
を
完
了
し
無
事

に
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
、
偏
に
宮
城
県
の
大
会

実
行
委
員
会
の
皆
様
方
の
ご

尽
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
来

年
度
に
行
わ
れ
る
茨
城
大
会

へ
も
、
よ
り
一
層
の
多
く
の

皆
様
方
に
参
加
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

そ
し
て
、
宮
城
大
会
終
了

後
、
翌
日
に
「
公
益
社
団
法

人　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
」
の
全
国
大
会
が
広
島
県

に
て
行
わ
れ
る
と
い
う
事

で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
広
島

に
移
動
。
こ
の
大
会
に
は
五

月
に
一
緒
に
文
部
科
学
大
臣

と
面
会
し
た
、「
全
国
国
立

大
学
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
」
や
「
全
国
国
公
立
幼
稚

園
・
こ
ど
も
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
」
の
各
会
長
方
と
共

に
来
賓
と
し
て
お
招
き
頂

き
、
色
々
と
情
報
交
換
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、秋
に
行
わ
れ
た「
全

国
会
長
・
事
務
局
長
連
絡

会
」
は
、
今
ま
で
計
画
を
し

な
が
ら
も
な
か
な
か
実
現
が

さ
れ
な
か
っ
た
大
阪
に
て
開

催
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
ま
つ
わ
る
課

題
や
コ
ロ
ナ
後
に
於
け
る
活

動
の
工
夫
、
問
題
点
等
を
出

し
合
い
協
議
を
し
て
、
お
互

い
に
色
々
な
考
え
が
有
る
こ

と
や
、
対
応
策
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
会
議
と
な
り
、
今
後

も
継
続
し
て
こ
の
よ
う
な
会

議
の
場
を
設
け
て
欲
し
い
と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

そ
し
て
、
年
が
変
わ
り
二

月
に
入
っ
て
「
全
国
会
長
・

事
務
局
長
研
修
会
」
が
東
京

大
学
伊
藤
謝
恩
ホ
ー
ル
に
て

行
わ
れ
、
こ
の
会
の
冒
頭
で

元
日
に
発
生
し
た
「
能
登
半

島
大
震
災
」
に
て
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼

の
意
を
表
し
て
黙
禱
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
一
昨
年
に

全
国
大
会
石
川
大
会
が
開
催

さ
れ
た
ば
か
り
で
、
そ
の
終

了
後
に
少
し
足
を
伸
ば
し
て

輪
島
か
ら
珠
洲
市
へ
と
訪
れ
、

そ
の
あ
た
り
の
風
景
を
見
た

こ
と
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
映

像
で
見
る
能
登
半
島
の
甚
大

な
被
害
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば

か
り
で
、
被
災
を
さ
れ
た
皆

様
方
に
は
心
か
ら
の
お
見
舞

い
と
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
た
め

て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
全

国
を
飛
び
回
り
、
多
忙
を
極

め
た
一
年
で
あ
っ
た
が
、
私

た
ち
が
行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
、
未
来
あ
る
子
ど
も

達
の
為
に
保
護
者
や
教
員
が

ど
れ
だ
け
陰
に
な
り
日
向
に

な
り
応
援
を
で
き
る
か
、
と

い
う
こ
と
を
実
践
す
る
べ
く

微
力
な
が
ら
も
精
進
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
。
そ
し
て
何

よ
り
も
全
国
各
地
に
足
を
運

ん
だ
か
ら
こ
そ
、
志
を
同
じ

く
す
る
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
方
々
と
出
会
え
た
事
は
、

私
の
何
に
も
代
え
が
た
い
宝

物
と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
Ⅰ
О
Ｔ
等
世
の
中
は
目
ま

ぐ
る
し
い
速
さ
で
変
化
を
し

て
い
く
が
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
今
後
と
も
子
ど
も
達
を
応

援
す
る
必
要
不
可
欠
な
存
在

と
し
て
、
持
続
可
能
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
次
年
度
も

変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（2）令和６年５月１日

令和６年４月２５日
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１　

は
じ
め
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
加
盟
校
数
、２
４
５
校

を
有
し
、
広
域
性
に
特
色
を

も
つ
北
海
道
に
お
い
て
は
、

地
域
と
学
校
の
関
係
は
、
車

の
両
輪
の
ご
と
く
一
体
感
を

も
ち
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
、
と
て
も
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
国
際
交
流
を
学
校
の
特
色

の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
活

動
を
推
進
し
て
い
る
学
校
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

は
普
通
科
、国
際
教
養
科（
英

語
科
）、
国
際
流
通
科
（
商

業
科
）
を
併
置
し
、
自
然
に

恵
ま
れ
、
空
港
に
も
近
く
、

道
内
産
業
発
展
の
一
翼
を
担

う
千
歳
市
の
中
心
に
位
置
す

る
千
歳
高
校
の
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

２　

令
和
５
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

活
動

⑴�

４
月
２８
日
㈮
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

の
開
催

昨
年
度
は
、
本
校
を
会
場

と
し
て
学
年
別
に
分
か
れ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
総
会
で
し

た
が
、
今
年
度
は
４
年
ぶ
り

に
対
面
で
の
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

⑵�

６
月
９
日
㈮
～
１０
日
㈰
第

７２
回
北
海
道
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
後
志

大
会
参
加

全
道
大
会
で
は
、
６
０
０

名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
、

本
校
か
ら
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

は
じ
め
６
名
で
参
加
し
ま
し

た
。
１
日
目
は
全
体
会
が
開

催
さ
れ
、
漫
画
家
の
魚
戸
お

さ
む
氏
に
よ
る
『
漫
画
と
絵

本
で
描
い
た
“
食
べ
る
こ
と
、

生
き
る
こ
と
〟』
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
目

は
新
し
い
形
式
で
分
科
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
４
つ
の
テ
ー
マ
（
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
・
生
徒
指
導
・
地
域
連

携
・
家
庭
教
育
）
毎
に
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
会
場
に
分
か

れ
、基
調
講
話
を
聴
い
た
後
、

５
人
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
形
式
に
よ
り
、
他

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
対
話
を

多
く
重
ね
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た

大
会
に
な
り
ま
し
た
。

⑶�
７
月
６
㈭
～
８
日
㈯
千
高

祭
（
学
校
祭
）

４
年
ぶ
り
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
模
擬
店
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、「
焼
き
鳥
」・

「
飲
み
物
」
の
提
供
を
し
ま

し
た
。
６０
数
名
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
変
生
徒

か
ら
好
評
で
購
入
し
た
焼
き

鳥
・
飲
み
物
が
全
て
完
売
と

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前

は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
ト
ッ
ポ

ギ
な
ど
も
提
供
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

⑷�

８
月
２４
日
㈭
～
２５
日
㈮

第
７２
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
宮
城

大
会
参
加

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
は
じ
め
４

名
で
、
二
日
間
に
亘
り
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
１

日
目
は
各
分
科
会
に
分
か
れ

協
議
な
ど
を
と
お
し
て
全
国

の
会
員
と
の
交
流
を
深
め
、

２
日
目
は
仙
台
育
英
高
校
の

須
江
航
野
球
部
監
督
の
講
演

会
が
行
わ
れ
、
人
を
育
む
上

で
の
示
唆
に
富
む
内
容
で
、

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
参
加

者
も
大
い
に
感
銘
を
受
け
、

実
り
あ
る
研
修
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

⑸�

９
月
１８
日
㈪
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

旅
行
の
実
施

「
芸
術
に
触
れ
る
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
保
護
者
・
職
員

２５
名
が
参
加
し
、
陶
芸
体
験

「
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
」

全
国
高
等
学
校
長
協
会
元

会
長
、
現
事
務
局
長
を
務
め

ら
れ
て
い
る
宮
本
久
也
先
生

に
は
、
生
徒
達
を
取
り
巻
く
状

況
の
変
化
・
日
本
の
教
育
の
課

題
・
自
立
し
た
人
間
等
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
石
川
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
山
口
事
務
局

長
よ
り
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用

い
た
受
付
シ
ス
テ
ム
」
に
つ

い
て
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は

石
川
県
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
調
査
広
報
委
員

会
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

令
和
５
年
度
全
国
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
加
盟
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
様
、

副
会
長
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
、
全
国
高
Ｐ

連
と
し
て
の
要
請
行
動
や
研

修
会
等
で
も
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

保
護
者
向
け
薬
物
乱
用
防
止

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行

Ｎ
Ｏ
！
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｇ　

薬
物

の
誘
惑
は
意
外
な
ほ
ど
身
近

に
迫
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
の

子
に
限
っ
て
…
本
当
に
大
丈

夫
で
す
か
…
？

令
和
５
年
度
「
薬
物
乱
用

防
止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
が
完

成
し
、
全
国
の
都
道
府
県
市

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
加

盟
校
へ
順
次
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
。

各
学
校
の
ご
担
当
者
に
は

新
入
生
保
護
者
へ
の
配
布
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ご
家
庭
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の

研
修
会
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
弊
会
Ｈ
Ｐ
内
の

ニ
ュ
ー
ス
を
貼
り
付
け
ま
し
た

が
、
例
年
同
様
に
コ
メ
ン
ト
を

頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

北
海
道
地
区

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、

多
様
性
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
千
歳
高
校
の
取
組

多
様
性
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
千
歳
高
校
の
取
組

※�

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
助
成
を
受
け
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す

本当に大丈夫ですか…？

『うちの子に限って…』

保護者向け薬物乱用防止パンフレット

薬物の誘惑は意外なほど身近に迫っています。薬物の誘惑は意外なほど身近に迫っています。

NO! DRUGNO! DRUG

　　　　　　　　　　
◆子どもを守る

　　　　　 ◆相談先を知る

　　 薬物乱用 ◆悪影響を学ぶ

７月７日　学校祭ＰＴＡによる模擬店
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青
森
県
高
Ｐ
連
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
ほ
ぼ
３
年
間

県
レ
ベ
ル
で
の
研
修
会
を
控

え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
他
県
で
も

同
じ
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
変
更
さ
れ
、
よ
う
や

く
本
県
校
Ｐ
連
の
研
修
会
も

元
の
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
年
の
ブ
ラ
ン

ク
は
大
き
く
、
研
修
会
へ
の

参
加
者
も
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ

る
と
予
想
以
上
に
少
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
改
め

て
活
動
は
継
続
が
大
事
だ
と

思
う
の
と
同
時
に
、
今
こ
そ

魅
力
あ
る
研
修
会
を
企
画
し

て
以
前
の
よ
う
な
活
発
な

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
し
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
本
県
で
は
調

査
広
報
委
員
会
の
広
報
紙
づ

く
り
研
修
会
、
研
修
・
健
全

育
成
委
員
会
の
合
同
研
修

会
、
進
路
対
策
委
員
会
の
進

路
指
導
研
修
会
、
全
県
の
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議
で
の
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

広
報
紙
づ
く
り
研
修
会
は

以
前
に
は
常
に
１
０
０
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
る
人
気

の
研
修
会
で
し
た
が
、
令
和

５
年
度
は
か
つ
て
の
半
数
程

に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
今
年

度
は
地
元
新
聞
社
の
編
集
委

員
の
方
を
講
師
に
迎
え
、「
実

践
ま
わ
し
よ
み
新
聞
で
学
ぶ

紙
面
づ
く
り
の
コ
ツ
」
と
題

し
て
ご
講
演
を
頂
き
、
そ
の

後
、
参
加
者
を
グ
ル
ー
プ
分

け
し
、
実
際
に
壁
新
聞
を
作

り
な
が
ら
魅
力
あ
る
広
報
紙

づ
く
り
の
コ
ツ
を
学
び
な
が

ら
実
践
的
な
研
修
を
実
施
で

き
ま
し
た
。
次
年
度
は
き
っ

と
口
コ
ミ
で
参
加
者
が
増
え

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

研
修
・
健
育
育
成
委
員
会

の
合
同
研
修
会
は
ト
リ
セ
ツ

シ
リ
ー
ズ
の
著
者
で
有
名
な

脳
科
学
者
の
黒
川
伊
保
子
さ

ん
を
お
招
き
し
て
「
息
子
・

娘
の
ト
リ
セ
ツ
」
と
題
し
て

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
脳

科
学
者
の
視
点
か
ら
男
子
と

女
子
の
生
物
学
相
違
か
ら
の

行
動
原
理
や
、
親
と
し
て
の

対
応
の
仕
方
、
考
え
方
を
学

及
びT

S
U

T
A

Y
A

を
見
学

す
る
な
ど
、
大
変
有
意
義
な

研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

⑹
各
種
委
員
会
活
動

①
生
活
委
員
会

　

登
校
指
導

　

学
校
祭
の
巡
回
指
導

　

神
社
祭
の
巡
回
指
導

（
地
元

：

千
歳
神
社
）

②
教
養
委
員
会

　

 

研
修
旅
行
の
企
画
・
運
営
、

芸
術
鑑
賞
の
受
付

③
総
務
委
員
会

　

 

年
３
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り

発
行

３　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
取
り
組
む

　

国
際
交
流
活
動

⑴�
韓
国
ソ
ウ
ル
市
立
空
港
高

校
と
の
姉
妹
校
交
流

空
港
に
近
い
学
校
同
士
と

い
う
縁
で
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市

立
空
港
高
校
と
姉
妹
校
提
携

が
な
さ
れ
、
３１
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
生
徒
・
保
護

者
・
教
員
が
一
緒
に
な
っ
た

相
互
交
流
を
行
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
平
成
３０
年

度
の
７
月
に
空
港
高
校
の
生

徒
１０
名
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
職

員
が
本
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
国
立
公
園
の

支
笏
湖
畔
で
の
歓
迎
会
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
の
滞
在
や
日

韓
の
生
徒
合
同
の
授
業
へ
の

参
加
、
保
護
者
同
士
に
よ
る

地
元
老
舗
菓
子
店
の
工
場
見

学
な
ど
を
と
お
し
て
、
国
際

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
１０
月

に
は
本
校
生
徒
１０
名
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
２
名
、
校
長
・
教
諭
２
名

が
韓
国
空
港
高
校
を
訪
問
し
、

日
韓
の
生
徒
合
同
の
英
語
授

業
へ
の
参
加
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
夕
食
歓
迎
会
な
ど
保
護
者

同
士
、
教
員
同
士
の
交
流
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

⑵�

多
様
性
に
富
ん
だ
人
々
と

の
交
流

国
際
教
養
科
が
中
心
と
な

り
、
国
際
交
流
の
機
会
を
企

画
し
、
海
外
の
様
々
な
国
の

人
々
が
本
校
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
先
住
民
族
、
マ

オ
リ
の
人
々
と
千
歳
市
在
住

の
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
招
き
、

生
徒
・
保
護
者
が
一
緒
に
な

っ
て
異
文
化
理
解
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
マ
オ
リ
の
方

か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
国
歌
が
英
語
だ
け
で
な
く

マ
オ
リ
語
で
も
歌
わ
れ
る
よ

う
国
を
動
か
し
た
話
が
熱
く

語
ら
れ
る
な
ど
、
異
な
る
文

化
の
人
々
が
一
堂
に
会
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

⑶
そ
の
他

千
歳
高
校
で
は
台
湾
な
ど

の
海
外
へ
の
修
学
旅
行
を
実

施
し
て
お
り
、
生
徒
・
保
護

者
の
理
解
は
も
と
よ
り
、
地

元
の
観
光
協
会
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
多
様
性
を

大
切
に
す
る
心
豊
か
な
人
を

育
む
活
動
を
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
実
践

し
て
い
ま
す
。

青
森
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

東
北
地
区

研
修
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
活
性
化
し
よ
う

研
修
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
活
性
化
し
よ
う

韓国空港高校との支笏湖畔での
ＰＴＡ姉妹校交流

韓国空港高校を新千歳空港で歓迎

９月１８日　ＰＴＡ研修旅行

広報紙づくり研修会の様子
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び
ま
し
た
。
終
了
後
の
感
想

を
読
み
ま
す
と
、
皆
さ
ん
一

様
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

子
ど
も
へ
の
接
し
方
が
よ
く

理
解
で
き
た
。
お
話
が
為
に

な
っ
た
と
い
う
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

進
路
指
導
研
修
会
で
は

「
つ
が
る
民
謡
歌
手
か
す
み

さ
ん
」
を
講
師
に
迎
え
て
、

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

か
す
み
さ
ん
は
栃
木
県
日

光
市
の
出
身
で
、
中
学
校
を

卒
業
と
同
時
に
、
つ
が
る
民

謡
歌
手
を
目
指
し
て
縁
も
ゆ

か
り
も
全
く
な
い
本
県
の
高

校
へ
進
学
し
、
師
匠
の
元
で

修
行
を
し
、
現
在
は
プ
ロ
の

民
謡
歌
手
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
講
演
で
は
中
学

３
年
生
の
か
す
み
さ
ん
の
将

来
の
希
望
や
背
中
を
押
し
て

く
れ
た
ご
両
親
、
中
学
の
先

生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

興
味
深
い
お
話
を
メ
イ
ン

に
、
途
中
、
か
す
み
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
津
軽
民
謡
も
聴

か
せ
て
い
た
だ
き
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
楽
し
い
研
修
会

に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
子
ど
も
の
夢
を
叶

え
さ
せ
る
た
め
に
親
は
ど
う

い
う
接
し
方
を
し
て
あ
げ
た

ら
い
い
の
か
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
研
修
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議
で

は
本
県
を
代
表
す
る
観
光
地

奥
入
瀬
渓
流
の
魅
力
を
伝
え

て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

奥

入
瀬
自
然
観
光
資
源
研
究

会
」
事
務
局
長
の
河
村
祐
一

氏
を
お
迎
え
し
、
私
た
ち
地

元
の
人
も
知
ら
な
い
奥
入
瀬

渓
流
や
十
和
田
湖
の
魅
力
を

美
し
い
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
講

演
を
聴
い
て
改
め
て
自
然
の

景
観
を
守
る
こ
と
の
重
要
性

や
自
然
と
の
共
存
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

青
森
県
高
Ｐ
連
で
は
こ
れ

か
ら
も
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を

汲
み
上
げ
、
魅
力
あ
る
研
修

会
を
企
画
し
、
本
県
高
Ｐ
連

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
東
地
区
大
会

第
６９
回
関
東
地
区
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
が
、

令
和
５
年
７
月
７
日
～
８
日

に
、
栃
木
県
に
お
い
て
、
約

千
七
百
名
の
参
加
者
を
得

て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
宇
都
宮
市
内

の
栃
木
県
宇
都
宮
産
業
展
示

館
に
お
い
て
、
開
会
式
、
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、

『
花
と
み
ど
り
の
力
』
と
題

し
て
、｢

は
ま
ま
つ
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク｣

理
事
長
の
塚
本

こ
な
み
氏
の
記
念
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
会
場
を
鬼
怒

川
温
泉
に
移
し
、
５
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
て
、
関
東
地

区
内
の
高
等
学
校
８
校
と
栃

木
県
内
の
２
つ
の
支
援
学
校

に
よ
る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

三
千
名
を
超
え
て
い
た
コ

ロ
ナ
禍
以
前
に
比
べ
る
と
規

模
的
に
は
か
な
り
縮
小
し
ま

し
た
が
、
高
Ｐ
連
に
所
属
す

る
会
員
が
対
面
で
発
表
し
、

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
は

大
き
な
意
義
が
あ
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

県
高
Ｐ
連
の
話
題
か
ら

一　

高
Ｐ
連
定
期
総
会

令
和
５
年
５
月
に
開
催

さ
れ
た
山
梨
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
定
期
総
会

は
、
議
案
の
一
つ
に
意
見
が

集
中
し
、
使
用
会
場
の
時
間

制
限
が
迫
る
中
で
総
会
を
打

ち
切
り
、
結
論
を
持
ち
越
す

と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
議
案
は
、『
高
Ｐ
連

会
費
の
値
上
』
で
す
。

高
Ｐ
連
会
費
の
値
上
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

検
討
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
度
に
お
い
て
、
確
認
を

得
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
い
ざ
結
論
を
出

す
と
い
う
段
階
に
な
る
と
、

な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

特
に
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
３

年
近
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
わ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ

て
、
反
対
意
見
の
中
に
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
存
続
に
対
す
る
疑
義

も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
、
本
年
１
月

に
開
催
し
た
臨
時
総
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
の
高
Ｐ
連
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
課
題
が
残
さ
れ
ま

し
た
。

二　

事
例
発
表
＆
意
見
交
換
会

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
単
Ｐ
に

お
け
る
活
動
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
３
年

近
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
殆
ど

で
き
な
か
っ
た
学
校
も
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
自
校
だ

け
で
な
く
、
他
校
の
取
組
の

様
子
を
知
り
た
い
、
ま
た
、

他
校
の
保
護
者
と
直
接
に
会

話
を
し
た
い
と
い
う
意
見
が

で
て
き
ま
し
た
。

県
高
Ｐ
連
で
は
、
こ
の
要

望
を
受
け
、
活
動
が
開
始
で

き
た
学
校
か
ら
の
事
例
発
表

と
そ
れ
を
受
け
て
の
意
見
交

換
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
県
立
甲
府
南

高
校
の
視
聴
覚
室
と
教
室
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
事
例
発
表
〉

・
県
立
白
根
高
校
（
写
真
①
）

県
立
白
根
高
校
に
お
け
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
特
徴
は
、
父

親
が
積
極
的
に
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
学
園
祭
の
と
き
に

子
供
た
ち
と
一
緒
に
作
る

｢

お

や
じ
焼
き
そ
ば｣

（
写
真
②
）

や
ボ
ラ
テ
ィ
ア
で
有
志
が
集

ま
っ
て
行
う

｢

校
内
施
設
の

ペ
ン
キ
塗
り｣

な
ど
が
あ
り

ま
す
。

果
樹
園
の
中
に
位
置
す
る

学
校
で
す
が
、
伝
統
的
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
盛
ん
な
学
校

で
、
コ
ロ
ナ
の
嵐
が
一
段
落

し
た
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

・
県
立
山
梨
高
校
（
写
真
③
）

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に

向
け
た
研
修
会
を
、
保
護
者

主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
し
た
講
師
に
よ
る
講
演
の

後
、
子
供
た
ち
の
中
に
保
護

者
や
教
師
も
入
れ
て
、
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
座

談
会
形
式
で
そ
れ
ぞ
れ
の
考

山
梨
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

関
東
地
区

「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
」

「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
」

②おやじ焼きそば

①活動に参加するお父さん方
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え
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
、

有
意
義
な
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

・
県
立
農
林
高
校
（
写
真
④
）

令
和
５
年
度
関
東
大
会
の

第
１
分
科
会
（
学
校
教
育
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
）
で
発
表
し
た
内
容

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
現
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
業
の
専
門
高
校
ら
し
い

様
々
な
取
組
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
取
組
の
中
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

も
主
体
的
に
参
加
し
て
い
る

様
子
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

〈
意
見
交
換
会
〉（
写
真
⑤
）

事
例
の
発
表
が
終
わ
っ
た

後
で
、
参
加
者
全
員
が
８
～

９
人
の
グ
ル
ー
プ
分
か
れ
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
全
般
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

予
定
時
間
を
超
え
て
熱
心

に
議
論
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
多
く
、
子
供
の
教
育
に
対

す
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
情
熱
を
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
１１
月
２５
日
東
京

都
公
立
幼
小
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
合

同
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
東
京

都
板
橋
区
立
板
橋
第
十
小
学

校
の
冨
田
和
己
校
長
を
お
招

き
し
て
都
内
で
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

冨
田
校
長
先
生
は
一
般
財

団
法
人
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
怒
り
で
後
悔
し
な
い
た

め
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
～
保
護
者
と
し
て
知
っ
て

お
き
た
い
こ
と
～
』と
題
し
、

２
時
間
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
の
内
容
は
、
子
育
て

中
の
パ
パ
、
マ
マ
と
頑
固
お

や
じ
に
聞
か
せ
た
い
「
上
手

な
怒
り
の
伝
え
方
」

そ
こ
で
参
加
者
の
保
護
者

の
方
か
ら
、
次
の
よ
う
な
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
？
何
だ
そ
れ
？
ア
ン
ガ
ー

ル
ズ
？
山
根
？
初
め
て
聞
く

言
葉
で
し
た
。

講
師
の
冨
田
先
生
は
校
長

先
生
で
す
が
、
若
く
て
物
腰

が
優
し
く
、
心
に
響
い
て
く

る
話
し
方
を
し
ま
す
。

「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
は
、
ア
ン
ガ
ー
＝
怒
り

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＝
後
悔
し
な

い
こ
と　

怒
る
必
要
の
あ
る

こ
と
は
上
手
に
怒
れ
。
怒

る
必
要
の
な
い
こ
と
は
怒

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。」

と
の
説
明
の
中
で
具
体
的
な

話
し
方
、
心
の
持
ち
方
等
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
っ
て
は
い
け
な
い
怒
り

方
、
上
手
な
怒
り
方
。
私
が

一
番
印
象
に
残
っ
た
お
話
し

で
し
た
。

Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
…
「
前
か
ら
言

っ
て
る
で
し
ょ
う
？
何
度
も

言
っ
て
る
で
し
ょ
う
？
」

あ
～
汗
汗
、
よ
く
子
ど
も

に
言
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。

Ｏ
Ｋ
ワ
ー
ド
…
「
今
の
こ
と

だ
け
怒
る
」

今
の
こ
と
だ
け
か
ぁ
…
つ

い
つ
い
言
っ
ち
ゃ
う
よ
ね
！

Ｑ
． 「
何
度
も
言
っ
て
る
の

に
聞
か
な
い
時
に
も
こ

の
言
葉
は
言
っ
て
は
い

け
な
い
の
で
す
か
？
」

Ａ
． 「
前
か
ら
言
っ
て
る
で

し
ょ
う
？
と
言
っ
て
、

相
手
が
言
う
こ
と
を
聞

き
ま
す
か
？
聞
い
て
な

い
な
ら
言
わ
な
く
て
良

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
今

の
こ
と
だ
け
を
怒
れ
ば

い
い
ん
で
す
。」

ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。「
前

か
ら
言
っ
て
る
で
し
ょ
う
？
」

は
私
が
言
い
た
か
っ
た
だ
け

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
に
も
沢
山
の
為

に
な
る
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
事

を
実
践
す
れ
ば
、
先
生
の
よ

う
に
穏
や
か
に
話
し
な
が
ら

相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
大

き
な
声
で
怒
鳴
っ
た
り
、
怒

っ
た
り
す
る
必
要
が
無
く
な

る
と
思
い
ま
し
た
。

ど
こ
か
の
市
長
み
た
い
に

怒
鳴
る
こ
と
は
し
な
く
て
い

い
ん
で
す
。

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
受
け
た
い
研
修
会
で
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
子
供
に

対
し
て
怒
り
の
感
情
が
沸
い

た
と
き
に
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
、
保
護
者
が
常
に
抱
え
る

悩
み
で
す
。「
あ
と
で
自
責

の
念
に
苛
ま
れ
る
」
こ
と
が

な
い
よ
う
に
怒
り
の
感
情
を

上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

手
法
と
し
て
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

こ
う
し
た
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
に
繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

東
京
都
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

東
京
地
区

東
京
都
公
立
幼
小
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

東
京
都
公
立
幼
小
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

③生徒と保護者のグループ討議

④関東大会で発表する河野会長

⑤他校の保護者との意見交換

（6）令和６年５月１日
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１
．
本
校
の
概
要

本
校
は
昭
和
２３
年
、
学
制

改
革
に
よ
り
金
沢
第
二
高
等

学
校
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
翌
年
、
統
合
制
高
等
学

校
と
し
て
金
沢
二
水
高
等
学

校
が
創
設
さ
れ
、
平
成
３０
年

に
創
立
７０
周
年
を
迎
え
た
石

川
県
有
数
の
伝
統
校
で
あ

り
、進
学
校
で
も
あ
り
ま
す
。

本
校
の
校
訓
で
あ
る「
自
由
・

闊
達
・
明
朗
・
真
摯
・
清

新
」
は
「
小
さ
な
こ
と
に
こ

だ
わ
ら
な
い
広
い
心
で
、
の

び
の
び
と
朗
ら
か
に
、
そ
し

て
、
真
面
目
で
ひ
た
む
き
で

爽
や
か
で
あ
れ
」
と
い
う
意

味
で
す
。こ
の
校
訓
の
も
と
、

生
徒
た
ち
は
日
々
勉
学
や
部

活
動
、
学
校
行
事
等
に
取
り

組
み
、
青
春
を
謳
歌
し
て
い

ま
す
。

２
．
本
校
の
特
色

⑴�

い
し
か
わ
ニ
ュ
ー
ス
ー
パ

ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

平
成
２４
年
度
よ
り
、「
い

し
か
わ
ニ
ュ
ー
ス
ー
パ
ー
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
の
目
的
は
、
卓
越
し

た
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
」
と
リ
ー
ダ
ー
的
資
質

を
備
え
、
郷
土
の
文
化
や
伝

統
に
立
脚
し
た
上
で
国
際
社

会
に
お
い
て
活
躍
で
き
る
人

材
を
育
て
る
と
と
も
に
、
よ

り
高
い
進
路
実
現
を
は
か
る

こ
と
で
す
。
本
校
で
は
、
総

合
的
な
探
究
の
時
間
、
リ
ア

ル
サ
イ
エ
ン
ス
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
探
究
活
動
や
、
か
ら
た
ち

塾
、
あ
か
つ
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
い
っ
た
各
界
・
分
野
で
活

躍
す
る
卒
業
生
の
話
を
聞
き

将
来
を
設
計
す
る
活
動
等
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

⑵
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

令
和
５
年
度
、
本
校
は
石

川
県
よ
り
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

推
進
事
業
の
モ
デ
ル
校
に
指

定
さ
れ
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

に
つ
い
て
研
究
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
の
深
化
」
と
「
教

科
横
断
型
授
業
の
実
践
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
特
別
授
業

を
集
中
的
に
行
う
期
間
を
設

け
、
最
終
日
に
は
「
第
２
回

探
究
・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
、
他
校
か
ら

も
７０
名
を
超
え
る
教
育
関
係

者
が
公
開
授
業
（
教
科
横
断

型
授
業
と
課
題
研
究
ポ
ス
タ

ー
発
表
）
と
研
究
協
議
会
に

参
加
さ
れ
、
９０
％
を
超
え
る

生
徒
、
参
観
さ
れ
た
教
育
関

係
者
と
も
に
評
価
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

⑶
生
徒
会
活
動

①
二
水
祭

例
年
、
二
日
間
で
約
六
千
人

の
方
々
が
来
場
す
る
県
内
最
大

規
模
を
誇
る
文
化
祭
で
す
。

②
二
水
Ａ
Ｃ
Ｔ

　

 （A
ctio

n
 C

o
o
p
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tio
n
 

T
rad

ition
）

全
学
年
が
遠
足
に
併
せ
て
、

清
掃
活
動
を
し
ま
す
。
豊
か

な
心
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

身
に
つ
け
、
ま
た
美
し
い
金
沢

を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
平

成
１８
年
度
に
は
金
沢
市
、
令

和
２
年
度
に
は
石
川
県
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

③
二
水
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
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ib
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二
水
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
発
展
・
多
様
化

さ
せ
、
令
和
５
年
で
２５
年
目

に
な
る
活
動
で
す
。
生
徒
会

執
行
部
が
内
容
を
企
画
し
、

部
活
動
や
希
望
者
に
よ
る
参

加
で
行
っ
て
い
ま
す
。例
年
、

校
外
近
隣
清
掃
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
演
奏
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

二水ＬＩＶＥ

３
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、

校
訓
と
同
じ
く
、
自
由
・
闊

達
な
活
動
ス
タ
イ
ル
で
す
。

組
織
は
、
役
員
・
理
事
で
構

成
さ
れ
、
役
員
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
計
画
を
中
心
と
な
っ
て

進
め
る
役
割
で
、
各
学
年
か

ら
例
年
４
名
程
度
選
出
し
、

全
校
で
１２
～
１３
名
の
保
護
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
理

事
は
年
二
回
開
催
さ
れ
る
理

事
会
と
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
理
事
も
各
学
年
１０
名
程

度
と
し
て
い
ま
す
が
、
２０
名

近
く
ご
協
力
し
て
く
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
先

生
方
と
と
も
に
、
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。会
長
、副
会
長
、

会
計
な
ど
の
役
割
は
あ
り
ま

す
が
、
自
由
闊
達
に
、
常
に

石
川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

北
信
越
地
区

石
川
県
立
金
沢
二
水
高
等
学
校
の
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

石
川
県
立
金
沢
二
水
高
等
学
校
の
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

自然科学コース臨海実習 人文科学コース模擬裁判実習

二水ＡＣＴ後の３学年
約１２００人へアイス配り

二水ＡＣＴ時の
清掃ボランティア二水祭での食堂運営

（7） 令和６年５月１日全国高Ｐ連会報〈第９８号〉



新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
に
は
、
県
内
公
立
私

立
９５
校
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

各
校
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
た

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
県
内
を

１０
地
区
に
分
け
、
県
全
体
で

行
わ
れ
て
い
る
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
会
の
取
組
で
す
。

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
は
、
お

も
に
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

学
校
の
管
理
職
、
担
当
教
員

な
ど
が
参
加
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
内
で
、
そ
の
年
の
担

当
校
を
中
心
に
企
画
を
決
め
、

毎
年
１１
月
に
、
地
区
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
校
は
、
研
修
会
が
機
械

的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、毎
年
、

日
程
・
内
容
・
参
加
等
の
見

直
し
を
図
り
、
よ
り
充
実
し
た

研
修
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
企
画
は
、
県
内
共

通
の
部
分
と
、
地
区
ご
と
に
異

な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
県
内

共
通
の
部
分
は
、
当
該
年
度
の

県
高
Ｐ
連
の
活
動
内
容
や
案
件

等
を
説
明
す
る
部
分
で
あ
り
、

ま
た
、
こ
こ
何
年
か
は
、
県
教

育
委
員
会
と
協
力
し
、
い
じ
め

等
の
防
止
や
自
殺
予
防
に
つ
い

て
の
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
各
地
区
工
夫

し
た
企
画
と
な
り
、
各
地
区
内

の
学
校
同
士
の
情
報
交
換
や

発
表
、
講
演
会
を
行
い
、
よ
り

研
修
を
深
め
て
い
ま
す
。
講
演

会
の
講
師
の
先
生
は
、
地
区
の

企
画
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

本
年
度
、
１０
地
区
で
ど
の
よ

う
な
分
野
の
講
演
会
が
行
わ
れ

た
か
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

①
新
潟
地
区
で
は
、「
や
っ
て
み

た
い
が
実
現
す
る
社
会
・
学
校
・

地
域
」
と
題
し
て
、
地
域
の
活

性
化
や
創
作
表
現
集
団
を
主
宰

さ
れ
て
い
る
方
の
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
②
巻
地
区
で
は
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
会
社
の
代
表

の
方
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
の
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
③
新
発
田
・

村
上
地
区
で
は
、「
愛
と
や
る
気

を
育
て
る
心
理
学
～
輝
く
人
生

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
～
」
と

題
し
県
内
大
学
で
心
理
学
を
講

義
さ
れ
て
い
る
先
生
か
ら
、“
自

己
肯
定
感
を
育
て
る
か
か
わ
り

方
”
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
④
新
津
地
区
で
は
、「
子

供
と
か
か
わ
る
原
則
と
い
じ
め

問
題
」
と
題
し
、
県
の
い
じ
め

防
止
活
動
に
関
す
る
県
民
会
議

の
座
長
を
さ
れ
て
い
る
方
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
⑤
長
岡
地

区
で
は
、「“
も
っ
た
い
な
い
半

生
”
か
ら
考
え
る
こ
れ
か
ら
の

世
代
に
と
っ
て
の
起
業
家
精
神
」

と
題
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

代
表
の
方
よ
り
ご
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
を
ふ
ま
え
、
い
ま
求
め
ら

れ
て
い
る
力
に
つ
い
て
熱
く
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
⑥
三

条
・
燕
・
加
茂
地
区
で
は
、「
教

育
と
Ａ
Ｉ
～
環
境
変
化
の
中
で

の
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
～
」
と
題

し
、
教
育
や
生
活
事
業
を
展
開

し
て
い
る
会
社
の
方
よ
り
、
生

成
Ａ
Ｉ
と
教
育
の
か
か
わ
り
を

中
心
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
⑦
魚
沼
地
区
で
は
、「
里
山

農
業
を
、
心
う
ご
く
世
界
に
～

親
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
法
～
」
と
題

し
、
持
続
可
能
な
里
山
農
業
を

目
指
し
て
い
る
女
性
農
業
経
営

者
の
方
か
ら
、
農
業
の
魅
力
や

す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
⑧
柏
崎
地
区

で
は
、「
教
育
を
巡
る
諸
問
題
～

家
庭
へ
の
期
待
」
と
題
し
、
県

内
高
校
長
を
務
め
、
教
育
行
政

経
験
の
豊
富
な
方
よ
り
、
ご
自

身
の
経
験
に
基
づ
い
た
示
唆
に

富
ん
だ
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

⑨
上
越
地
区
で
は
、「
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
な
り
～
空
手
道
そ
し

て
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～
」
と
題

し
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
空
手
男
子
組
手
監
督
の
方

よ
り
、
競
技
者
と
し
て
、
ま
た

指
導
者
と
し
て
世
界
で
戦
っ
て

き
た
経
験
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
⑩
佐
渡
地
区
で
は
、「
佐

渡
島
で
展
開
す
る
探
究
的
な
学

び
」
と
題
し
、
県
内
大
学
の
先

生
か
ら
「
子
供
の
哲
学
」
に
つ

い
て
の
ご
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

字
数
の
関
係
で
、
ご
く
簡

単
な
紹
介
に
な
り
ま
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、

現
在
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
、

あ
る
い
は
教
育
の
本
質
に
か
か

わ
る
こ
と
、
地
域
の
問
題
な
ど
、

地
区
の
担
当
者
が
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
企
画
を
毎
年
運
営
し
、

今
年
度
は
１０
地
区
全
体
で
は
、

５
０
０
名
近
い
参
加
者
が
あ

る
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
終
了
後
は
、
教
育
懇
談

会
を
開
催
し
、
よ
り
親
睦
を
深

め
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
こ
う
し
た
地
区
ご
と

に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
き
め
細

か
い
様
々
な
課
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
研
修
会
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
で
意
見
を
出
し
合
い
、
お

互
い
の
意
見
を
尊
重
し
な
が

ら
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
前
述
に
あ

り
ま
す
、
二
水
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
お

け
る
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

後
の
全
校
１
２
０
０
名
の
生

徒
へ
、
ア
イ
ス
を
配
付
し
活

動
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。
ま
た

県
内
最
大
規
模
を
誇
る
文
化

祭
「
二
水
祭
」
で
は
、
食
堂

運
営
と
防
犯
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
食
堂
で
は
伝
統

の
め
っ
た
汁
と
、
令
和
か
ら

メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
っ
た
キ
ー

マ
カ
レ
ー
が
生
徒
や
来
場
す

る
お
客
様
の
お
腹
を
満
た
し

ま
す
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の

来
場
が
多
い
た
め
、
防
犯
面

か
ら
学
校
周
辺
の
防
犯
対
応

に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
、
共
働
き
の
保
護
者

が
多
く
、
全
員
が
学
校
に
集

ま
る
の
が
難
し
い
場
合
も
あ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可

能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

役
員
会
を
開
催
し
、
よ
り
参

加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
数
年
後
に

控
え
た
創
立
８０
周
年
に
向
け

て
、
引
き
続
き
教
職
員
・
保

護
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
生

徒
の
学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
参
り
ま
す
。

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

北
信
越
地
区

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
に
つ
い
て
（
新
潟
県
）

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
に
つ
い
て
（
新
潟
県
）

新潟地区ＰＴＡ研修会長岡地区ＰＴＡ研修会魚沼地区ＰＴＡ研修会
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愛
知
県
高
Ｐ
連
で
は
、
平

成
２７
年
よ
り「
互
い
に
学
び
、

楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
進
路
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
、
特

別
支
援
の
３
部
門
に
分
け
て
、

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
を
募
集
し
紹
介
す

る
も
の
で
す
。
他
校
で
の
取

り
組
み
を
ヒ
ン
ト
に
、
日
ご

ろ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
応
募
事
例
に

つ
い
て
、
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

の
投
票
に
よ
り
表
彰
・
発
表

団
体
を
選
ん
で
き
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
各
部
門
表
彰

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
知
県
立
岡
崎
北
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

学
校
が
所
在
す
る
岡
崎
市

に
お
い
て
、
昨
年
６
月
、
台

風
の
影
響
よ
り
大
水
害
が
発

生
し
、
通
学
路
は
水
没
し
、

被
災
す
る
生
徒
も
出
ま
し
た
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
対
し
て
、全
生
徒
・

職
員
が
参
加
し
て
、
自
分
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
主

体
的
な
防
災
意
識
を
育
て
る

機
会
と
な
る
よ
う
、
学
校
祭

に
合
わ
せ
て
次
の
よ
う
な
企

画
を
行
い
ま
し
た
。

①
救
急
救
命
講
習

進
路
研
修
委
員
が
運
営
す

る
ブ
ー
ス
で
、
講
師
に
よ
る

心
肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
三
角

巾
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

②
地
震
体
験

災
害
を
自
分
ご
と
と
し
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
６
月

の
豪
雨
災
害
の
映
像
を
流
し
、

市
消
防
本
部
か
ら
の
起
震
車

に
よ
る
地
震
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
併
せ
て
パ
ネ
ル
ク
イ

ズ
で
知
識
も
深
め
ま
し
た
。

③
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

学
校
が
避
難
場
所
と
な
っ

た
場
合
を
考
え
、
支
え
る
側

の
一
人
と
し
て
、
高
校
生
の

視
点
で
何
が
で
き
る
か
、
何

が
必
要
か
を
考
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

愛
知
県
立
愛
知
総
合
工
科

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

子
ど
も
た
ち
が
授
業
で
取

り
組
ん
で
い
る
工
科
高
校
の

実
習
内
容
を
少
し
で
も
経
験

で
き
る
よ
う
に
と
、
各
学

科
で
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
６

つ
の
体
験
講
座
を
計
画
し
ま

し
た
。
１
講
座
１０
人
、
時
間

は
２
時
間
で
、
工
科
高
校
の
、

特
に
本
校
な
ら
で
は
の
内
容

に
よ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

①
ト
ン
ボ
玉
作
り

　

 （
実
験
用
バ
ー
ナ
ー
に
よ

る
ガ
ラ
ス
細
工
）

②
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作
り

　

 （
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
と
天
然
香

料
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
）

③
ロ
ボ
ッ
ト
で
自
動
搬
送

　

 （
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ア
ー

ム
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
操
作
）

④
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
作
り

　

 （
電
気
工
事
用
の
材
料
で

足
元
灯
を
製
作
）

⑤
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
の
住
宅
設
計

　

 （
平
屋
建
て
住
宅
の
内
観
・

外
観
を
設
計
）

⑥
お
猪
口
作
り

　

 （
粘
土
か
ら
「
玉
作
り
」
に

よ
り
成
形
し
後
日
焼
成
）

講
座
を
通
じ
て
、
同
じ
学

科
の
保
護
者
と
話
が
で
き
、

自
宅
に
帰
っ
て
子
ど
も
と
共

通
の
話
題
も
で
き
ま
し
た
。

愛
知
県
立
瀬
戸
つ
ば
き
特
別

支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

①
防
災
講
演
会

前
年
度
よ
り
検
討
し
て
決

め
た
研
修
テ
ー
マ
「
防
災
」
に

沿
っ
て
企
画
し
ま
し
た
。
学
校

に
お
け
る
防
災
へ
の
取
組
や
課

題
に
つ
い
て
学
校
の
担
当
者
か

ら
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
名

古
屋
市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
か

ら
講
師
を
招
い
て
、
専
門
的

な
立
場
か
ら
の
お
話
も
聞
き

ま
し
た
。
学
校
の
防
災
に
対
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
協
力
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
、
ま
た
災

害
へ
の
正
し
い
知
識
を
得
て
、

心
構
え
を
新
た
に
す
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

②
つ
ば
き
サ
ロ
ン

普
段
な
か
な
か
話
を
す
る

機
会
が
少
な
い
他
部
・
他
学

年
の
保
護
者
が
交
流
す
る
場

と
し
て
、
継
続
し
て
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
卒

業
生
に
贈
る
コ
サ
ー
ジ
ュ
作

り
と
給
食
試
食
会
を
行
い
ま

し
た
。
作
業
を
し
な
が
ら
、

あ
る
い
は
給
食
を
試
食
し
な

が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
お
互
い
の
悩
み
事
の

相
談
も
で
き
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。つ
ば
き
サ
ロ
ン
は
、

内
容
を
変
え
な
が
ら
、
年
に

３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

東
海
地
区

「
互
い
に
学
び
、
楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
よ
り

「
互
い
に
学
び
、
楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
よ
り

救急救命講習（心肺蘇生）

「ロボットによる自動搬送」講座

防災講演会

救急救命講習（三角巾）

「フットライト作り」講座

給食試食会
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１　

は
じ
め
に

令
和
５
年
度
は
、
全
世
界
を

席
巻
し
た
コ
ロ
ナ
禍
も
、
５
月

８
日
に
感
染
症
法
上
の
扱
い
が

２
類
か
ら
５
類
に
変
更
さ
れ
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
も
色
々
な
活

動
が
再
開
、
ま
た
は
形
を
変
え

て
動
き
出
し
た
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
元
年
に
全
国
高
Ｐ

連
京
都
大
会
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
京
都
府
で
は
、
そ
の

後
の
全
国
大
会
で
大
変
御
苦
労

い
た
だ
い
た
開
催
地
に
思
い
を

は
せ
つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方

や
連
合
会
の
役
割
を
改
め
て
考

え
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
令

和
５
年
度
近
畿
地
区
滋
賀
大
会

に
お
い
て
、大
会
テ
ー
マ
が
「
み

ん
な
で
考
え
よ
う
『
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
こ
れ
か
ら
』」
と
設
定
さ
れ
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
対
し
て
、「
高
等
学
校
の

教
育
を
支
え
る
組
織
と
し
て
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
」
を
参
加
者

一
同
で
考
え
る
良
い
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
影

響
と
そ
れ
に
対
応
し
た
経
験
を

活
か
し
、
京
都
府
高
Ｐ
連
で
は
、

保
護
者
が
求
め
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

や
、
連
合
会
組
織
の
役
割
の
再

確
認
等
に
つ
い
て
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
る

と
と
も
に
、
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
内
容
の

一
部
で
も
、
令
和
６
年
度
近
畿

地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

京
都
大
会
に
お
い
て
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
滋
賀
大
会

で
提
起
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に

向
け
た
端
緒
に
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
連
合
会

　

の
取
組

一
斉
休
校
が
あ
っ
た
令
和
２

年
度
に
つ
い
て
は
、
各
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
連
合
会
も
総
会
、
理

事
会
、
役
員
会
等
に
つ
い
て
は

書
面
審
査
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
令
和
３
年
度
に
は
多

く
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
連

合
会
も
相
互
交
信
可
能
な
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
総
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は

参
加
人
数
に
制
限
を
設
け
な
が

ら
、
現
地
集
会
形
式
と
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

連
合
会
活
動
を
全
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
に
「
見
え
る
化
」
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
京
都
府
教
育

委
員
会
と
の
懇
談
会
で
学
校
現

場
の
状
況
等
を
お
聞
き
し
、
連

合
会
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
役
員

の
声
を
吸
い
上
げ
た
要
望
書
を

提
出
す
る
と
と
も
に
、
高
Ｐ
連

通
信
を
通
し
て
こ
う
し
た
取
組

を
報
告
し
て
い
ま
す
。
要
望
活

動
を
行
っ
た
成
果
と
し
て
、
府

立
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
備
の
更

新
や
施
設
設
備
充
実
を
計
画
的

に
進
め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

報
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

３　

こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

活
動
へ
の
取
組

京
都
府
内
の
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
も
新
し
い
取
組
の
報
告
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都
市

内
の
府
立
高
校
で
は
、
全
保
護

者
を
対
象
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

つ
い
て
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
求
め
る
こ
と
と
し
て
、

他
の
保
護
者
と
の
交
流
の
機
会
、

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
・
考
え

方
を
情
報
共
有
す
る
機
会
を
求

め
て
い
る
事
な
ど
が
分
か
り
ま

し
た
。

ま
た
、
本
部
役
員
を
担
え
る

可
能
性
が
あ
る
保
護
者
の
意
向

調
査
で
は
、
回
答
者
の
う
ち
約

７
％
の
保
護
者
が
本
部
役
員
に

関
わ
っ
て
も　

良
い
と
い
う
結

果
も
出
て
き
ま
し
た
。（
回
答

者
３
０
０
人
と
す
れ
ば
２１
人
が

本
部
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。）
こ
う
し

た
結
果
を
連
合
会
加
盟
の
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
有
す
る
事
で
、
持

続
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
維
持
で

き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
京
都
市
内
の

府
立
高
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
サ
ポ
ー
タ
ー
制
を
取
り
入
れ
、

多
く
の
保
護
者
が
活
動
に
関
わ

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
実
践
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
文
化

祭
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
導
入
し

た
ケ
ー
ス
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
新
し
い
形
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
考
え
実
践
し
て
い
く
こ

と
で
、
保
護
者
自
ら
も
子
ど
も

た
ち
と
共
に
学
ぶ
機
会
が
得
ら

れ
、
よ
り
充
実
し
た
学
校
・
保

護
者
の
関
係
が
構
築
し
て
い
け

る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

近
畿
地
区

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
こ
れ
か
ら
」

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
こ
れ
か
ら
」

要望書の提出 令和４年度ハイブリッド総会

ＰＴＡ活動についてのアンケート調査

サポーター制の導入
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４　

お
わ
り
に
～
不
易
流
行
～

令
和
６
年
７
月
１５
日（
祝
・

月
）国
立
京
都
国
際
会
館
で
、

近
畿
地
区
高
Ｐ
連
京
都
大
会

を
「
不
易
流
行
～
変
え
て
は

い
け
な
い
こ
と
、
変
わ
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
～
」

を
大
会
テ
ー
マ
に
、
京
都
府

高
Ｐ
連
、
京
都
市
高
Ｐ
連
が

力
を
合
わ
せ
開
催
し
ま
す
。

色
々
な
意
味
で
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
こ
れ
か
ら
」
が
注
目
さ
れ
る

中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
本
来
の
活
動
を

展
開
で
き
る
よ
う
、
実
行
委

員
会
一
同
心
を
込
め
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
と
し
て
、
京

都
大
会
の
参
加
申
込
み
で
は
、

こ
れ
ま
で
短
か
っ
た
申
込
期

間
を
１
ヶ
月
程
度
延
長
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
学

校
か
ら
参
加
費
が
振
り
込
ま

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば

自
動
的
に
人
数
分
の
参
加
証

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
発
行
、
入

場
時
に
は
そ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る

事
で
入
場
管
理
す
る
予
約
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
会
運
営
に
要

し
て
い
た
多
く
の
保
護
者
の
動

員
削
減
や
実
行
委
員
会
事
務

局
の
労
力
が
削
減
で
き
、
大

会
開
催
地
の
負
担
が
減
ら
せ

る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
６５
回
中
国
・
四
国
地
区

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
岡
山
大
会
は
令
和
５
年

７
月
１４
日
倉
敷
市
民
会
館

に
お
い
て
、
地
区
内
９
県

か
ら
会
員
及
び
関
係
者
約

１
，
２
０
０
名
が
一
堂
に
会

し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
菊
地
潤
大
会

実
行
委
員
長
の
歓
迎
挨
拶
に

続
き
、
全
国
高
Ｐ
連
の
山
田
博

章
会
長
か
ら
「
大
会
テ
ー
マ

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

リ
ア
ル
に
顔
を
合
わ
せ
対
話

で
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
共
に
学
び
合
い
な
が
ら
研

さ
ん
を
積
み
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
の
竹

林
京
子
副
課
長
の
挨
拶
、
横

田
有
次
副
知
事
、
生
水
哲
男

倉
敷
市
副
市
長
か
ら
御
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
「
倉
敷
か
ら
始
め

る
家
族
旅
」
と
題
し
て
、作
家
・

写
真
家
・
建
築
家
の
稲
葉
な

お
と
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
で
は
県
下
の

歴
史
的
建
造
物
を
建
築
家
の

観
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
と
と

も
に
渋
沢
栄
一
な
ど
歴
史
的

人
物
と
の
関
わ
り
を
交
え
、

興
味
深
い
内
容
を
軽
妙
な
語

り
口
で
語
ら
れ
、
ま
た
ス
ク

リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に
映
し
出

さ
れ
た
美
し
い
写
真
と
相
ま

っ
て
、
参
加
者
一
同
話
に
引

き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
ホ
ワ
イ
エ
で

講
師
に
よ
る
著
書
サ
イ
ン
販

売
会
が
行
わ
れ
、
著
書
の
購

入
と
合
わ
せ
て
サ
イ
ン
を
求

め
て
長
蛇
の
列
が
で
き
た
り

講
師
と
一
緒
に
写
真
に
収
ま

る
な
ど
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
生
に
よ
る
生
産

物
販
売
も
商
品
が
品
切
れ
に

な
る
ブ
ー
ス
が
相
次
ぐ
な
ど

大
好
評
で
大
会
の
盛
り
上
げ

に
一
役
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
高
校
生
に
よ

る
発
表
で
は
、
倉
敷
古
城
池

高
校
、
倉
敷
商
業
高
校
、
倉

敷
翠
松
高
校
の
高
校
生
が
学

び
の
場
を
教
室
か
ら
地
域
に

広
げ
て
社
会
と
の
関
わ
り
の

中
で
学
び
を
深
め
て
い
く
課

題
解
決
型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
課
題
を
題
材

に
し
て
生
徒
自
身
が
主
体
的

に
問
題
を
発
見
し
解
決
し
よ

う
と
学
習
し
て
い
る
姿
に
感

心
い
た
し
ま
し
た
。

続
い
て
の
研
究
協
議
で
は
、

高
知
県
高
Ｐ
連
の
都
築
靖
正

副
会
長
、
岡
山
県
高
Ｐ
連
の

光
岡
宏
文
副
会
長
を
議
長
に

三
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
広
島
皆
実

高
校
の
杠
基
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が

「
仲
間
と
共
に
『
不
撓
不
屈
』

で
の
り
こ
え
ろ
！！
」
～
コ
ロ
ナ

禍
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
初
挑
戦
へ

の
軌
跡
～
と
題
し
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校

行
事
が
中
止
に
な
る
中
、
全

校
生
徒
約
１
，
０
０
０
人
が
参

加
す
る
恒
例
の
大
運
動
会
を

無
観
客
で
開
催
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

保
護
者
に
観
て
も
ら
え
る
よ

う
運
動
会
の
様
子
を
ネ
ッ
ト

配
信
す
る
こ
と
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作

成
ま
で
関
係
者
の
熱
意
が
伝

わ
る
発
表
で
し
た
。
次
に
、
徳

島
県
吉
野
川
高
校
の
瀬
尾
陽

子
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
が
「
地
域
に
愛

さ
れ
る
学
校
と
も
に
挑
ん
だ

１０
年
～
再
編
統
合
か
ら
１０
周

年
を
迎
え
て
～
と
題
し
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
減
に

よ
り
農
業
高
校
と
商
業
高
校

が
統
合
し
吉
野
川
高
校
が
で

き
る
上
で
の
、
新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
組
織
作
り
ま
で
の
経
緯
と

１０
年
間
の
活
動
発
表
で
し
た
。

最
後
は
、
倉
敷
南
高
校
の
田

野
美
佐
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
「
運

営
の
充
実
と
協
力
体
制
に
よ

り
、
学
校
の
学
び
を
支
え
る
」

～
キ
ャ
リ
ア
の
学
び
・
グ
ロ
ー

バ
ル
な
学
び
～
と
題
し
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
の
学
校
行
事
へ
の
参
加

の
あ
り
方
な
ど
、
様
々
な
業
種

か
ら
な
る
保
護
者
の
多
面
的

視
点
か
ら
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
予
測
不
可
能
な
時
代
で

の
学
校
を
支
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活

動
発
表
で
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、
菊
地
潤

大
会
実
行
委
員
長
の
閉
会
挨

拶
に
続
き
、
次
期
開
催
県
の

高
知
県
高
Ｐ
連
の
佐
竹
大

樹
会
長
が
壇
上
に
集
ま
っ
た

Ｐ
Ｒ
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

な
っ
て
来
年
の
高
知
大
会
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
隣
の
倉
敷
ア
イ

ビ
ー
ス
ク
エ
ア
に
会
場
を
移

し
た
「
役
員
交
流
懇
談
会
」

は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
鍵
本
芳
明
県
教
育

長
の
御
臨
席
を
い
た
だ
き
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
地
元

倉
敷
が
生
ん
だ
和
太
鼓
団
体

「
倉
敷
天
領
太
鼓
」
の
勇
壮

で
迫
力
の
あ
る
演
奏
も
あ
り
、

集
ま
っ
た
約
１
０
０
名
の
参

加
者
が
久
し
ぶ
り
の
交
流
機

会
を
持
て
た
こ
と
で
大
変
な

盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

岡
山
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

中
国
四
国
地
区

集
ま
れ
ば　

こ
こ
ろ
は
れ
ば
れ　

晴
れ
の
国

集
ま
れ
ば　

こ
こ
ろ
は
れ
ば
れ　

晴
れ
の
国

～「
集
ま
る
」「
話
す
」の
大
切
さ
再
発
見
～

～「
集
ま
る
」「
話
す
」の
大
切
さ
再
発
見
～

開会式

稲葉なおと氏　講演を終えて

倉敷天領太鼓の演奏
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４
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
と

な
っ
た
。
第
６７
回
九
州
地
区

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
「
つ
な
が
り　

さ
が
そ
う　

佐
賀
大
会
～
変
わ
り
ゆ
く
未

来
に
向
け
て
今
で
き
る
こ
と

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
６
月
２９

日
㈭
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
佐
賀
、
３０
日
㈮
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

プ
ラ
ザ
・
佐
賀
市
文
化
会
館

で
２
日
間
に
わ
た
り
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
数
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
宮
崎
大

会
・
鹿
児
島
大
会
は
、
誌
上

開
催
、
長
崎
大
会
は
、
Ｗ
ｅ

ｂ
開
催
と
一
部
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
、
４
年
ぶ
り
の
対
面

開
催
と
な
り
、
あ
い
に
く
の

豪
雨
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、

九
州
各
県
か
ら
多
く
の
会
員

が
参
集
し
た
大
会
と
な
っ

た
。
２９
日
は
、
九
高
Ｐ
連
４

委
員
会
、
理
事
会
・
総
会
が

開
催
さ
れ
、
４
委
員
会
で
は
、

前
年
度
か
ら
の
引
継
ぎ
事
項

の
確
認
・
情
報
共
有
や
意
見

交
換
、
本
年
度
の
協
議
題
な

ど
に
つ
い
て
、
議
論
が
な
さ

れ
有
意
義
な
時
間
の
委
員
会

と
な
っ
た
。
３０
日
は
、
分
科

会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
全

体
会
・
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

佐
賀
県
立
鳥
栖
商
業
高
等
学

校
ダ
ン
ス
部
の
演
技
が
華
や

か
に
行
わ
れ
、
各
３
分
科
会

は
、
第
１
分
科
会
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
、
第
２
分
科
会
は
、
進
路

指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
第
３

分
科
会
は
、
新
時
代
の
「
大

人
」
に
、
未
来
を
託
し
て
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
第
１
分
科

会
・
第
２
分
科
会
で
は
、
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
４
校
の
事
例

発
表
・
質
疑
応
答
・
意
見
交

換
等
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

第
１
分
科
会
で
は
、「
青
少

年
の
健
全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
鹿

児
島
県
立
川
薩
清
修
館
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
適
正
化
に
つ
い
て
」
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
松
田
邦
雄
氏
が

事
例
発
表
を
行
っ
た
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
適
正
化
の
ポ
イ
ン
ト

「
ス
リ
ム
化
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
、
本
来
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
身

に
ま
と
っ
て
筋
肉
（
必
要
と

あ
れ
ば
身
体
や
知
恵
を
使
っ

て
汗
を
流
す
こ
と
）ま
で
も
、

そ
ぎ
落
し
て
し
ま
っ
て
は
い

な
い
か
」
と
の
観
点
か
ら
活

動
を
も
う
一
度
、
振
り
返
り

検
証
し
、
適
正
化
の
４
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
、「
ム

ダ
（
贅
肉
）
を
削
り
、
余
白

を
活
か
す
（
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
新
し
い
取
組
に
ト
ラ
イ

す
る
）
筋
肉
質
で
適
正
化
さ

れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
の
内
容
を
発
表

し
た
。
第
３
分
科
会
で
は
、

佐
賀
県
立
佐
賀
東
高
等
学
校

の
演
劇
部
に
よ
る
演
劇
上

演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
子
ど
も

た
ち
の
自
己
決
定
や
自
尊
心

を
高
め
る
取
り
組
み
発
表
を

聞
き
、
親
と
し
て
の
関
わ
り

方
を
改
め
て
再
認
識
す
る
学

び
の
場
と
な
っ
た
。
基
調
講

演
で
は
、
大
阪
大
学
名
誉
教

授
、
小
野
田
正
利
氏
が
「
人

と
し
て
の
尊
厳
の
大
切
さ
」

～
「
愛
着
の
問
題
」
と
「
い

じ
め
問
題
」
～
と
い
う
演
題

で
、
自
分
と
他
者
（
保
護
者

と
わ
が
子
、
わ
が
子
と
他
の

子
ど
も
た
ち
）
の
関
係
の
あ

り
方
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を

認
め
る
自
分
で
あ
る
か
ど
う

か
＝
互
い
の
尊
厳
を
尊
重
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
子
ど
も
と
親
は
別
人
格

で
あ
り
、
子
ど
も
の
気
持
ち

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
大
切

さ
が
子
ど
も
の
尊
厳
を
大
事

に
す
る
と
い
う
話
を
聞
き
、

改
め
て
子
育
て
に
つ
い
て
、

振
り
返
り
考
え
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
講
演
だ
っ
た
。
大

会
県
連
の
会
長
の
ご
挨
拶
の

中
に
「
九
州
は
ひ
と
つ
」
の

合
言
葉
の
も
と
、
今
後
も
歴

史
を
刻
む
協
議
、
研
修
の
場

と
な
る
よ
う
、
大
会
を
通
し

て
新
し
い
輪
が
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
と
あ

り
ま
し
た
。
本
大
会
で
は
、

時
代
に
沿
っ
た
充
実
し
た
学

び
の
場
を
共
有
し
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

九
州
地
区

つ
な
が
り　

さ
が
そ
う　

佐
賀
大
会

つ
な
が
り　

さ
が
そ
う　

佐
賀
大
会

～
変
わ
り
ゆ
く
未
来
に
向
け
て
今
で
き
る
こ
と
～

～
変
わ
り
ゆ
く
未
来
に
向
け
て
今
で
き
る
こ
と
～

全体会

第１分科会

第２分科会

第１分科会
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令
和
６
年
３
月
１９
日
㈫
～

４
月
１９
日
㈮
に
お
い
て
全
国

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

全

国

各

都

道

府

県

市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
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現在のＰＴＡ活動について
活動の見直しを
行いスリム化し
て活動

コロナ前と
ほぼ同じ活動

825校

600校

【設問１】
コロナ禍後の現在のＰＴＡ活動に
ついて。（１，４２５件）

0 50 100 150 200 250 300 350 400

スリム化した活動内容

【設問２】

活動の見直しを行いスリム化して活動した学校に

お聞きします。どのような見直しを行いましたか。

（複数回答可）（６１６件）

0 500 1000

先生方と共に行っているＰＴＡの取組

【設問４】

ＰＴＡの取組で、管理職の先生や先生方と共に行っ

ていることはありますか。（複数回答可）（１，３９３件）

0 100 200 300 400 500

今後改善したいＰＴＡ活動

【設問３】

全ての学校にお聞きします。今後新たに改善した

いと思うものは何ですか。（複数回答可）（１，３７６件）

0 200 400 600 800

取り上げたいＰＴＡ研修内容

【設問５】

ＰＴＡ研修として取り上げたい内容は何ですか。

（１，２９９件）

0 100 200 300 400 500

年間のＰＴＡ会費

【設問６】

皆さんの学校のＰＴＡ会費は年間どのくらいですか。

（１，３９４件）
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メインテーマ 「歴史の町で変革を!!」
サブテーマ 〜 新たな時代が目に入らぬか 〜

9:30 教育視察（希望者）
  12:00〜 受付
  12:20〜 アトラクション（会場毎）

開会行事
講演１
講演２またはグループトーク、フリートーク
閉会行事

   8:30〜 受付
   9:00〜 アトラクション（茨城県立大洗高校ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ部）

開会行事・表彰式
      10:40〜11:50 記念講演 二所ノ関 寛 氏（第72代横綱 稀勢の里）

演題「人材育成の不易流行」
      12:00〜12:30 閉会行事
      13:00〜 教育視察（希望者）

分科会紹介
第１分科会  「教育の過去・現在・未来」〜故きを温ねて新しきを知る〜

        会場：アダストリアみとアリーナ

第２分科会  「保護者・教師・生徒が抱える問題と解決法」

第３分科会  「新・生きる⼒と家族の絆」〜 ⼦どもの⼼に風邪を引かせない 〜
   会場：⽔⼾市⺠会館

第４分科会  「みんなで考えよう、これからのＰＴＡ」〜あるべき新しい姿とは〜

第５分科会  「これからのコミュニティ・スクール」〜地域社会との新たな連携・協働〜

第73回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会茨城大会

大会１日目 ８月22日（木）  分科会（５会場）

       13:00〜13:20
       13:30〜14:50

               会場：アダストリアみとアリーナ

            会場：⼩美⽟市四季⽂化館みの〜れ

       15:05〜16:25
       16:30〜16:40

大会２日目 ８月23日（金）  全体会  

        9:30〜10:30

              会場：ザ・ヒロサワ・シティ会館

            会場：ひたちなか市⽂化会館

             〜 新たな⼀歩を踏み出すために 〜

第７３回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会茨城大会
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参加費 7,500円（オンライン参加は7,000円）

オンライン 全体会  ライブ配信
配信内容 分科会  期日を決めて後日配信予定

会場アクセス     公共交通機関をご利用願います。
貸切バスの駐車場はご用意する予定です。
第1分科会 

第2分科会  JR常磐線⽔⼾駅南⼝から徒歩15分
第3分科会

第4分科会  JR常磐線勝田駅東⼝より徒歩15分
第5分科会

 ※JR⽔⼾駅〜第5分科会会場間は、シャトルバス
  運行予定

申込方法等 茨城大会ホームページに、準備が出来次第掲載します。

皆様のご参加を
   お待ちいたしております
茨城県高等学校ＰＴＡ連合会
茨 城 大 会 実 行 委 員 会

茨城大会Webサイトはこちらから

 JR常磐線⽔⼾駅北⼝5番バス乗り場から乗車、
  「大工町 三丁目」下車、徒歩６分

   約5分､「泉町⼀丁目」下車、徒歩1分
 JR常磐線⽔⼾駅北⼝4〜7番バス乗り場から乗車

 JR常磐線⽔⼾駅下車

    常陸⼀宮鹿島神宮       日本三名園偕楽園    光圀公隠居所⻄⼭莊

      藩校弘道館    ギネス記録牛久大仏     霞ヶ浦から望む筑波⼭
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令和６年４月１日の

47,549

44,352

22,460

H19年度

H24年度

R１年度

R２年度

87,915
プライベートで外出中、自転車同士の接触事故。
相手方脳挫傷となる、5か月後に死亡させた。

無灯火の自転車で歩道を走行中、後ろから人に追突し転倒させ、脳挫傷により
要介護状態となり、死亡させた。【過去最高支払金額】

自転車走行中、対向の歩行者を見て右に避けたところお相手歩行者も同じ方向
に避け衝突した。
マスコミ報道事案／免責5000円／重複他社損保ジャパン社あり

令和６年４月１日～令和７年４月１日
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